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==第 124回例会報告 0″1)===

イリ| ―夫様 (東京多摩RC)

野沢麻衣子様 (交換学生)

野沢 久 子様 ( ク 母親)

☆ 会 務 報 告    会 長 赤尾 未Ft

十地元企業の例会こ招待について

例会こ招行のこ案内について下記の方より

こ出席の返事がありました。

5/19 睡 日 港 様

学校法人 大 妻女子大学社会情報学部長

5/26 吉 業三郎棲

(m)多 摩テレビ取締役社長

*=卜報 地 区広報委員長松沢貫男様夫人ご近

去の報に接しましたので、当つうブとして

は直うに弔電をもってお悔やみ0し 上げま

した.

キ相模原グリーンRCチ ャーターナイトにつ

いて、既にこ案内のとおり、同クラブCN

が 5/1(土 )千 代日子安閣相模原 (橋本駅

前)に て開催されるが、近防クラブでもあ

り多数の登録をお願いしたしヽ 特にチャー

ターナイトを経験していない比較的新しい

会員に、チャーターナイトの雰囲気で□―

つリーの良さを感じとって欲ししヽ

☆ 幹 事 報 告    幹 事  遠 藤 二郎

ホ例会変更のお知らせ

東京多摩RC(火 曜例会)
r311-5/13(木 )東 京稲城RC創 立20周年

記念行事に振沓。尚、当クラブも5712例会

を全員登録にて稲域RC創 立20周年記念行

事に振替です。

☆ 次年 度 会 務 報 告

次年度会長 債 合 瞬 三

去る15日、会長エレクトセミナーが開かれ

次年度について研修が行われました。次年度

RI会 長、ロブヽ―卜 ′ 一ヽ又氏のテーマは 「

行動に信念を、信念は行動に」となりました。

本国例会終了後次年度理事会を開きます。

☆委員会報 告

★ 出席委員会 出席委員長 宮本  説

〔出席報告〕

総数 出席 M U 欠席 出 席 率

釜昌 4 4 3 7 1 6 363部
口
止

一暑
4 5 3 7 3 5 883祥

〔本日のメークアッフ〕

Bt中  実 (4/20東京多厚RC)

司会 SAA村 上  久

会長 赤 尾 未 雄☆点   鐘

☆コ タリツンタ

☆お客様紹介

「日も同も星●J

ツンクリケーSAA佐 ね

会長 赤 尾

膚

廷

和

泰



〔本日欠席居者〕

萩生日茂夫、 伊 神  右 、

批合 正 博、 隅   耕 道、

★親 産委員会  規 睦妻

おります さ らにこれらの総合的目標は、拒

安、憲喜、教育または人道的という特質をも

つ明確"つ 効具いなブロジェクトの提進を通

じて、さまさまな国の国民の間に理解と友好

の関係を助長することであるとのことです。

以上のような基本的なことに関して□―タ

リアン講与の世P―R話の中にき地区の□―タリ

アンの方々からいるいるためになるお話が時

々載せられておりますので参考にして頂けれ

ばよるしいかと思われます。
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赤尾 末 姓 野 沢麻衣子さんようこそ 楽 し

い話を期待しています。

遠藤 二 郎 お 客様ようこそ。

杉日  説  野 沢さんようこそ。

海野 英 一 寒 いので。

奥日 文 夫 今 日はミいてすね。

打池  敏  大 きなテーブルt[こわい顔が 2

つ並んていたtrて。

高村  弘  今 年は大分長い間桜の花を楽し

らました。

橋□ 'キニ 九 しlFりに'陰 場丁 61、 ホテ

ルチークラに変わったので

大熊 =夫  杉 日親怪委員長が三付でにこに

こしてしたcrて。

藤本 吉 文 野 R麻 衣子十まようこそ。

吉沢 ,■景 案 いの"、 温かしのかはっきり

してるらいたtt

以上合計 19 000円

,々 ,‐ 【3分 間ミニ情報】‐‐々 々～

Fロータリー財団奨学全事業』

菊地  敏

これらの事につきまし

ては手続享覧の 165ヽ
一ヨから 179ベージに

□―タリー財国の把栂

および目的の内容が記

載されておりますが、

その内容と申ヒ″ますの

1ま

1国 障親善兵宇全  2研 究ブルー7交 換

3開 発と上□て季仕する大学教員のた0の TR‐

助全  4向 額補助全

5保 健、前働追放および人間性奎宣補助金

6□ ―タリーボランティフ補助全

7す リオブラス

専々 7つの事業について地区季員会亭の各

委員長をはじめ小妾員全の手員長そして経験

富な□―,リ アンの方々によって市り立って

『ロータ リー財団月簡』

風間 茂 穂

3分 間で□―'リ ー

財団月間のことを述へ

るとすると、事全月間

ということt[なるかと

思いEFす。言う迄もrcl

<□ ―タリーは非宮利

財団と大て、□った人

や有意義なブロジェク

卜に対し世界的な人道主義1[基づき補助全を

損与し、大学生、教師、亭芸及ひ専門職務に

たずさわる人の国際交流に教育的補効全を提

供する。

そtT/目算は□際レベJレの人道的教育的ブロ

ブうとを通して世界理解と平和を達成するこ

とです。□一つリーは世界最大級の□lrT百英

gl団ともいえ、全世界の□一つリアンの寄付

全で運営され国際教育亨まのlp_、ポリ才ブラ

ス、 3H同 事補助全r3ど、保健、福祉、厚生

的13事業も実施。最近では全世界から、ポリ

斉追枚のための事業に2信3700万ドル以上の

募全を実め、ユニセフと提携して、幼児ヘボ

リ才 ワ クテンl‐種の活動を推進中。いすれ

t[ても□―タリー活動をするために必要な基

金を集中匂|こ崇める月のことをいし、 具ない

tこは11月がその月にあたります

1'■=Ⅲ■ にユ 話】■=Ⅲ,■,Ⅲl■■■'■■■,■,■1■,と、

『世界青年の船』竹洵4毒;寅)

□一つリー財団兵学生 目J日 景 子様

本国はヽ事ではありますが、 「革 5回 世界

言年の,SJ事 業で体験した事をl■へたし1と思

します。今回は参加青年ではなく、通信R兼管



r

子係

理部という立場で案船

致しましたので、き加

青年が味わうこととは

大分違うとは息います

が、私個人が見た又は

感じた事を含めながら

日本人であることを怠

頭におきつつ、長の日

隊人になるヽには何が必要であるのか、

学んできたことを紹介させて頂きたいと思い

ます。まず 「世界青年の船J事 業は、日本と

世界各国の青年の相ヨのま好と理解を促進じ

国際的視野を広げ、日隊協力の精神の百成と

実協力の伺上を□り、もって国蜂化の進展す

る社会のを分野で指導性を発揮てきる青年の

百伎に=す ると共に、参加青年による青少年

健全百成活動への寄与を期待して、総務庁が

昭和63年度が実施しているものであります。

今回はハワイ、サンフランシスコ、ヴェネ

ズエーラ、パすマ連河を通り、ドミニカ共和

国、コスタツカ、馬度バナマ運河を通過して

ハワイ、そして日本へと大型客補である 「(こ

っぼん丸Jで 廻って参りました。 「世界青年

の描」は隔年で西側航海と東側航海を行しヽ

2年で世界一同をすると言うようになってお

ります。今回は西廻りでしたので、参加者も

才―ストラリア、パブアニEl~ギニア、西サ

モア、アメリカ、ニュージーランド、ドミニ

カ共Tt□、チリ、コ又タリカ、工つワドル、

メキシED、ウルグアイ、ヴェネアェーうそし

て日本からで、合計 270名て似日間、船の中

で共同生活を行いました。

さて、私の今回の仕事は成日に参加青年達

を出迎える事で始まり、東京見物、施設見学、

ウルグアイとアメリカの青年達をつれての安

宍0県へのlL方旅行の同行、そして岳後に料理

大E表 敬での通訳で国内活動を終えました。

特に宮沢松Igを表敬した際、約卸分てしたが

総理のお言衰と参fo青年代表の接拶があり、

各国代表への記念品贈皇が行われ、緊張して

いたせいか、すく終わった印象を受けました。

しかしその緊張も総理の 「ジョークJや 愛嬌

の良さてほくされた様てした。ここで国際大

として通用する為のiつ として、要張した雰

□気の場所でも多少の愛嬌は忘れない様にす

ることを字びました。

船内での私のT■事は、総務庁からの人連と

他省庁から出伺して来た人定と通訳の合計20

名で成る管理部としての仕事でありました。

主に管理部カウン,一 での物の貸し出し、企

画、会議などの翻訳およ7」通訳などと書加青

年線|と管理部llとのかけ活の役割りをしてい

ました。特にカウンター業務は大変でした。

かつては参加青年でありましたので、相手綱

の言っていることがいたC まヽど理解できるか

らです。がそういう仕事ては何よりを観性

中立tEが必要と、大学て親しくさせて頂いて

いる烏飼久美子先生の助言を思いtLし、乗り

起えることが出来ました。一番勉強になった

のは、ラテン諸国の大達とのやりとりであり

ました。特徴として彼らは陽気であり、その

場限りで後のことはあまり気にしないという

気質の市う主です。私ははじめ彼らのそれが

理解てきなく、何回も頭にきました。陽気だ

けならホいのですが、行動が遅くいわゆる白

分達さえよければといった自分勝手の処が目

立ったのです。又すぐtこなる.し ましHこは違

釈をきちんとし終えた後、個人的によく□論

しました。しかし、時ガ経つにつれ、彼らに

は事が無く、例え何回も□論したとしてもそ

の場がぎりのc~くしゃくであり、言いたいこ

とを素直に述べ、根っからの陽気の持ちまで

あるということが分かったのです。この時ほ

ど会議通訳で日本のトゥフつラスである村4_

増実さんの範調する 「文化の運いを蕗まえた

通訳Jと いう言葉を強く感じた,は 無かった

と思います。通訳は 「言葉ではなく心を訳すJ

と実感しました。ここでも国際りになるとい

う事は、あるいは国際社会に生きるという事

は、実質なものと否応なく日常いに際触し、

かなりきくしゃくしたり、不愉供必息いをし

たり、お互t こヽ我慣を強いられたりする事で

あると再認識しました。

通訳は、もう一人英語の学生通釈と、フロ

のスベイン語通.Ptの3人で最初の 1週P33以タト

はシフト制で行われましたが、カウンター業

務を吉として感じたことはおかけさまで一回

もありませんてした。



仕事の亭ほかりではなく、私にとて 「おい

しかった話」を最後に述べたいと思います。

食べ物【こ関しては、ドミニカ共和国で食あた

りと疫労で 3日 間倒れた時以外はすべて実味

しくいたたきましたが、その美味しいではな

し＼ 3つ のラッキーたった話をさせて頂きま

す.ま す最初に、今回のにっぼんれのキャフ

テンが前回私ガ乗船したときと同じであった

ため、うょくうょくキャフテン室をたずね色

々音重なお話をして頂いたり、機関長、通信

長、 1専 航海士を台a何 人ものクルーと非常

に現しくさせて頂いたことです。特に私が管

理部の中て最年少であった為かもしれません

が、時間があればクルーの所に邪庄しに行っ

ておりました。またその為 2つ 目のラッキー

である素敵な皇空や海を見る時、よくブリッ

ジに足を運r」ました。星空は□で表すともっ

たいない位に美しく、日本では見えない高十

字星を含めて、大熊座、才リオン底、北斗t

星、昴、火皇、ベテルギウス、リゲル、スピ

カなどが見え、しかもとても近くに感じられ

この上ない喜びによることができました。海

に関しても同じで、日本れ、太平テキ、大西洋

と海の色ガそれぞれ変化し、米平線がしっか

t_n見え、又太陽がそこに沈む瞬間にしか発し

ないグリーンレイというこのせて最も実しい

0と されている 「緑の光」も見る'ガ 出来ま

した。磁日Fe9もおの上で飽きるのではないか

とeう 方もいらっしゃるかもしれませんが、

大自然は人間が息っているほど単純ではなく

、変化するものであり、それを毎日見ていて

も飽きる事は私にはありませんでした。船長

は 「数え切れなし1など航海をしたが、海はそ

の都度表情がこう。実ったり出いた19するも

のだ」と話してくれました。私はそこまで1ま

言い切れませんが、2回 船の長旅をした結果

、少しは感じとれるのではと自由しておりま

す。さて3つ 目はパナマ運河を2回 も通過し

たということとです。

私はこれから海外で勉強を続ける予定です

が、今口この事業に会加させて頂いて、管理

8Pと云う中で、社会の縮□を体験したり、自

分では訪れることがなかったうテンアメリカ

を訪れ、海外生活のフピ,イ ザーとしての船

内での外国青年連との共同生活をしたり、こ

々な人と出会|＼ 又通訳として様々な景重な

経験をしたと思っております。これらの事を

心の片隅におきながら、シンガポール出発ま

での 2ヶ 月の準備期間を過こしていきたいと

思います。

S書 籍か ら近 ごろ感 じたこと S

奥日 文 夫

「大Fel性をとl_nもどすために、われわれは

生活をもう一度根本から考え直す必要がある

と思われる。社会全体についてはどうしよう

もないなら、せめてその中で賞動的に流され

っばなしたった自分自身の生き方たけでも、

自分て納得のいくものに組立て直したし、 J

これは中野書次書、 「后貧の思想」の中の
一節である。

パブルがはじけた。売上げが半溺した。沓

産が激滅した。アッと言う間に世の中が逆転

し、気が付いたらマイナスの泥沼にはまり込

んでいた。

身の回りにこうした事例ガ多発し、日本人

として、□一,リ アンとして、どう対応した

ら良いのか混迷している時、この著作を手に

した。この本がベストセラーになるとは難き

である。内容は口くて難しtヽ 良費や薫村や

素好の思想、生き方に帰依てきるてあるうか。

活く生きれば貧しくなるのが、貧し<な つ

ても清く生きなければならないのが、心に間

うとこれは難ししヽ

ローつリーの仲間がバブルに打うの0さ れ

た時、友人として助けるのが、見殺しにする

のか、あざ実うのが、自分自身の生き方とし

てこの本は示唆に宮んでいる。

O

栗京都多g市 着台研7

多摩センターピルフF
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整例念日 5週 水曜日12,30月 の最終例会48:30


